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ＵＴＬＣＡ設立記念シンポジウム（２０２３年７月２８日１３：３０～１７：１０） 
パネルディスカッション「未来戦略に貢献する先制的ＬＣＡ」 

浅野キャンパス武田ホール５Ｆ（ハイブリッド形式） 
 

松島斉 
東京大学大学院経済学研究科教授、「社会的共通資本」寄付講座代表 

ミクロ経済学、ゲーム理論、メカニズムデザイン、実験経済学 
 

 

「先制的ＬＣＡ」に関連する経済学の基礎知識 
 

 
市場       市場は（外部性がない場合）効率的資源配分を達成する 

価格の情報機能：  先制的ＬＣＡの旗頭になるべき 
 
外部性       市場の失敗 

外部性の内部化：  環境税などによって市場の失敗が克服される 
 
グローバル・コモンズ   気候変動問題 

世界共通の炭素価格（炭素税率）合意が重要 
国際交渉（ＣＯＰ） 
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ＳＤＧｓ      環境・社会・経済の良いバランスを持続可能にするための啓発活動 
ボイコット：   ＥＳＧ投資（非財務情報） 
フィランソロピー： インパクト投資（社会的インパクト評価） 

 
サーキュラー・エコノミー 
 

・ リバウンド： リサイクル技術↑ → バージン素材採掘↑ 
 

・ 「環境税によるバージン素材制限」＋「リサイクル素材フル活用」 
→ 環境規制が市民生活に及ぼすダメージを軽減 

 

・ バージン素材 → 高リサイクル技術の産業へ 
リサイクル素材 → 低リサイクル技術の産業へ 

 
機会費用      会計上の費用概念と区別 
 
価格転嫁      税負担配分は売り手課税か買い手課税かに無関係に決まる 

→ 負担の議論が劇的に単純化 
 

以上です 


